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ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
つ
く
り
出
し

て
い
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

ま
た
、
各
種
の
委
員
会
に
公
募

を
検
討
し
な
か
っ
た
こ
と
や
二

二
三
件
の
市
政
メ
ー
ル
に
対
し

て
の
市
の
回
答
を
公
表
す
る
姿

勢
が
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
は
、
情
報
公
開
の
透
明
性
を

著
し
く
欠
い
た
と
指
摘
す
る
。

　

民
生
費
で
は
、
ば
っ
さ
り
と

削
っ
た
難
病
見
舞
金
も
復
活
し

て
お
ら
ず
、
敬
老
祝
い
金
を
減

ら
し
た
の
で
は
生
き
が
い
対
策

に
な
っ
て
い
な
い
。ま
た
、人
件

費
削
減
の
た
め
直
営
保
育
所
に

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て

い
く
こ
と
は
保
育
の
責
任
を
放

棄
し
て
い
る
。
学
童
保
育
所
に

お
い
て
指
導
員
が
ひ
と
り
体
制

の
時
間
が
あ
る
こ
と
は
子
供
や

指
導
員
の
安
全
が
担
保
さ
れ
ず

問
題
で
あ
り
早
急
に
改
善
を
求

め
る
。

　

衛
生
費
で
は
、
キ
ッ
コ
ー
マ

ン
病
院
に
続
き
小
張
病
院
の
産

科
が
休
止
と
な
っ
た
こ
と
で
、

市
民
に
大
き
な
不
安
を
与
え
て

お
り
、
市
の
し
っ
か
り
し
た
対

応
を
求
め
る
。ま
た
、ご
み
指
定

袋
導
入
後
、
分
別
の
徹
底
や
資

源
回
収
の
促
進
が
進
み
、
市
民

意
識
も
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
交

換
や
ご
み
袋
へ
の
記
名
は

や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

土
木
費
で
は
、
市
民
の

反
対
を
押
し
切
っ
て
完
成

さ
せ
た
ト
ン
ネ
ル
道
路
は

通
行
量
が
少
な
く
、
第
二

期
工
事
の
見
直
し
を
求
め

る
。
土
木
費
の
構
成
率
が

県
下
一
高
く
な
っ
て
お
り
、

地
下
鉄
八
号
線
延
伸
の
抜

本
的
見
直
し
や
鉄
道
高
架

事
業
も
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
さ

せ
、
水
害
対
策
や
地
震
対

策
を
優
先
さ
せ
る
な
ど
市

民
生
活
を
守
る
視
点
か
ら
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

　

消
防
費
で
は
、
消
防
士
と
水

利
の
充
足
率
を
高
め
る
こ
と
を

求
め
る
。

　

教
育
費
で
は
、
競
争
を
あ
お

る
だ
け
の
全
国
一
斉
学
力
テ
ス

ト
は
や
め
て
、
そ
の
財
源
と
時

間
を
子
供
た
ち
の
個
性
や
創
造

性
を
伸
ば
す
教
育
に
力
を
注
ぐ

べ
き
で
あ
る
。ま
た
、早
急
に
進

め
る
べ
き
小
中
学
校
の
耐
震
化

工
事
も
一
年
に
一
校
や
二
校
で

は
十
年
以
上
か
か
り
、
子
供
た

ち
の
命
に
関
わ
る
た
め
、
早
急

に
実
施
計
画
を
見
直
す
べ
き
で

あ
る
。
さ
ら
に
不
登
校
児
童
数

が
全
国
や
県
平
均
よ
り
高
く
な

っ
て
お
り
、
教
育
的
な
立
場
か
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　平成１９年度各会計決算の審査に当たっては、

１０人の委員で構成する決算審査特別委員会を設

置し、９月２２日から３日間にわたり慎重な審査

を行い、すべての会計決算を認定しました。

ら
必
要
な
対
応
を
求
め
る
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

住
民
生
活
は
大
変
苦
し
く
な

っ
て
お
り
、
近
隣
市
と
比
較
し

て
も
大
変
低
い
制
度
外
繰
入
金

を
他
市
並
み
に
ふ
や
し
市
民
の

健
康
と
暮
ら
し
を
守
る
べ
き
で

あ
る
。ま
た
、資
格
証
の
発
行
な

ど
制
度
自
体
に
問
題
が
あ
り
、

扶
養
の
子
供
が
い
る
世
帯
に
は

市
独
自
で
子
供
へ
の
救
済
措
置

を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　

基
金
残
高
が
十
九
年
度
末
で

五
億
五
千
万
円
も
あ
り
、
基
金

を
取
り
崩
し
て
保
険
料
を
下
げ

る
べ
き
で
あ
る
。

■
次
木
親
野
井
特
定
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計

　

市
民
へ
の
説
明
も
な
く
、
一

反
対
討
論

反
対
討
論

■
一
般
会
計

　

歳
入
で
は
、
三
位
一
体
改
革

と
称
す
る
約
三
兆
円
に
上
る
税

源
移
譲
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、

旧
野
田
市
は
普
通
交
付
税
不
交

付
団
体
と
な
り
、
所
得
譲
与
税

の
廃
止
、
地
方
特
例
交
付
金
の

減
額
な
ど
で
歳
入
決
算
額
が
予

算
現
額
に
対
し
て
八
億
二
千
万

円
、
前
年
度
決
算
額
と
比
較
し

て
六
億
一
九
七
〇
万
円
の
減
額

と
い
う
厳
し
い
財
政
状
況
と
な

っ
て
い
る
。

　

歳
出
の
総
務
費
で
は
、
職
員

の
定
数
管
理
で
正
規
職
員
が
減

り
続
け
、
臨
時
雇
用
職
員
が
四

八
〇
人
に
ふ
え
、
清
掃
委
託
の

請
負
作
業
員
を
含
め
て
官
製
ワ

決算審査特別委員会

　決算審査特別委員会の委員は、次

のとおりです。

委 員 長　野口　義雄

副委員長　添田ひろ子

委　　員　平井　正一　岡田早和子

　　　　　西村　福也　鶴岡　　潔

　　　　　舩橋　繁雄　小俣　文宣

　　　　　石原　義雄　松本　睦男

現地視察（梅郷西駅前線）
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平成１９年度各会計決算の状況　（千円）

歳出決算額歳入決算額区　　　　分

４２,０６８,８４８４３,４７２,４０５一 般 会 計

１５,６７４,００９１５,７５５,９８９国 民 健 康 保 険

特　
　

別　
　

会　
　

計

３,８８１,８５６３,９３９,８８９下 水 道 事 業

９,３６９,６１６９,４３８,８１１老 人 保 健

５２,９８０１２７,０２０用 地 取 得

５,４８６,９１４５,６６２,０５５介 護 保 険

４４７,８１１４４９,０８２次 木 親 野 井 特 定
土地区画整理事業

７６,９８２,０３４７８,８４５,２５１　 合　 　 　 　 計　

般
会
計
か
ら
累
計
で
十
五
億
八

三
〇
〇
万
円
も
繰
り
入
れ
を
し

て
い
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

賛
成
討
論

賛
成
討
論

■
一
般
会
計

　

歳
入
で
は
、
個
人
市
民
税
、

法
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税
の

増
加
に
よ
り
、
市
税
全
体
と
し

て
は
九
・
五
％
の
増
と
な
る
一

方
で
地
方
譲
与
税
、
地
方
交
付

税
、地
方
特
例
交
付
金
、減
税
補

て
ん
債
の
減
少
に
よ
り
総
額
と

し
て
は
一
・
四
％
の
減
と
な
っ

た
。
こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
歳
入
の
根
幹
を
な
す

市
税
に
つ
い
て
収
納
率
向
上
を

図
る
た
め
現
年
度
新
規
未
納
者

の
徴
収
に
早
期
着
手
す
る
な
ど

滞
納
額
の
縮
減
に
努
め
る
と
と

も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

の
継
続
実
施
等
効
果
的
、
効
率

的
な
徴
収
対
策
の
実
施
等
に
よ

り
収
納
率
九
〇
・
九
四
％
、
対

前
年
度
比
〇
・
三
七
ポ
イ
ン
ト

の
増
と
な
っ
た
こ
と
は
高
く
評

価
す
る
。

　

歳
出
の
総
務
費
で
は
、
市
民

要
望
の
強
か
っ
た
ま
め
バ
ス
の

ル
ー
ト
新
設
と
増
車
が
さ
れ
て

い
る
。ま
た
、ま
ち
づ
く
り
交
付

金
を
活
用
し
梅
郷
駅
東
口
自
転

車
等
駐
車
場
整
備
に
着
手
し
て

い
る
。

　

民
生
費
で
は
、
福
祉
施
策
の

充
実
と
し
て
、
障
害
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
等
に
運
営
費
補
助
金

の
新
設
、
重
度
精
神
障
害
者
医

療
費
助
成
金
、
障
害
者
総
合
相

談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

な
ど
に
お
い
て
市
独
自
の
取
り

組
み
が
図
ら
れ
て
い
る
。
少
子

化
対
策
で
は
引
き
続
き
地
域
子

育
て
拠
点
整
備
事
業
、
育
児
支

援
家
庭
訪
問
事
業
が
実
施
さ
れ
、

三
ケ
尾
学
童
保
育
所
の
増
築
工

事
、
二
川
学
童
保
育
所
ト
イ
レ

改
修
工
事
の
実
施
、
尾
崎
保
育

所
に
お
い
て
は
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
に
よ
り
延
長
保
育
や

休
日
保
育
の
実
施
と
い
っ
た
子

育
て
環
境
の
整
備
促
進
が
図
ら

れ
て
い
る
。

　

衛
生
費
で
は
、
ご
み
不
法
投

棄
防
止
の
た
め
市
内
十
二
カ
所

に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
二

十
四
時
間
監
視
体
制
が
継
続
さ

れ
て
い
る
。

　

労
働
費
で
は
、
障
害
者
職
場

実
習
奨
励
金
及
び
若
年
者
ト
ラ

イ
ア
ル
雇
用
奨
励
金
制
度
な
ど

雇
用
の
拡
大
に
つ
な
が
る
施
策

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
江
川

地
区
の
自
然
と
共
生
す
る
農
業

を
推
進
す
る
事
業
の
取
り
組
み
、

牛
ふ
ん
と
も
み
殻
の
堆
肥
化
、

減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
と
い
っ

た
環
境
保
全
型
農
業
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
推
進
事
業
や
市
民
に
安
心

し
て
消
費
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
農
産
物
直
売
所
の

開
設
準
備
を
評
価
す
る
。

　

土
木
費
で
は
、
梅
郷
駅
西
や

愛
宕
駅
周
辺
の
土
地
区
画
整
理

事
業
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、街
路
事
業
で
は
、清
水
公

園
駅
前
線
が
供
用
開
始
と
な
っ

た
ほ
か
鉄
道
高
架
事
業
、
梅
郷

西
駅
前
線
事
業
が
継
続
実
施
さ

れ
て
い
る
。さ
ら
に
、合
併
特
例

審査風景

債
を
活
用
し
、
江
戸
川
左
岸
連

絡
道
路
、
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
前

道
路
、
船
形
吉
春
線
を
初
め
と

す
る
生
活
道
路
等
整
備
事
業
及

び
梅
郷
駅
東
口
開
設
事
業
な
ど

の
事
業
が
着
実
に
行
わ
れ
て
い

る
。

　

消
防
費
で
は
、
高
規
格
救
急

自
動
車
や
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
九
台
を
整
備
す
る
と
と

も
に
自
動
体
外
式
除
細
動
器
も

購
入
し
、消
防
・
救
急
設
備
の
強

化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

教
育
費
で
は
、
児
童
数
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
北
部
小
学
校

の
普
通
教
室
整
備
を
行
う
と
と

も
に
南
部
小
学
校
の
耐
震
補
強

工
事
な
ど
を
実
施
し
、児
童
・
生

徒
の
安
全
確
保
が
図
ら
れ
て
い

る
。ま
た
、南
部
地
区
ス
ポ
ー
ツ

広
場
が
整
備
さ
れ
、
市
民
生
活

満
足
度
が
高
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
評
価
す
る
。

■
各
特
別
会
計

　

そ
れ
ぞ
れ
目
的
に
沿
っ
た
適

切
な
予
算
執
行
が
な
さ
れ
て
い

る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

農
業
委
員
を
選
任

　

中
村
利
久
議
員
が
農
業
委
員

を
辞
職
し
た
こ
と
を
受
け
、
議

会
推
薦
の
農
業
委
員
が
選
出
さ

れ
、
鈴
木　

有
氏
が
農
業
委
員

に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
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